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ここで示されたワークショップにおける、子どもの絵の変化・成長が端的に示すように、この方法論の有
効性は明らかであり、今後のさまざまな視覚表現の現場においての活用も期待される。よって本論文には優
れた価値があることが認められ、よって本論文を本学の博士論文として合格とする。 
